
全
日
中
事
務
局
だ
よ
り

▼
令
和
元
年
度
教
育
者
表
彰

令
和
２
年
１
月
２８
日（
火
）日
本
消
防
会
館

に
お
い
て「
令
和
元
年
度
教
育
者
表
彰
式
」が

行
わ
れ
、１５６
人
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
午
前
１１
時
２０
分
か
ら
始
ま
り
、

一
、
開
会

二
、
国
歌
斉
唱

三
、
表
彰
状

の
授
与
及
び
記
念
品
贈
呈

四
、
文
部
科
学

大
臣
あ
い
さ
つ

五
、
来
賓
祝
辞

六
、
被

表
彰
者
代
表
あ
い
さ
つ

七
、
閉
会
の
内
容

で
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
皇
居
で
記
念
撮
影
、
皇
居
参
観
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
へ
の
拝
謁
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
の
教
育
者
表
彰
で
は
、
川
越
豊
彦

会
長
を
は
じ
め
全
日
中
の
副
会
長
・
理
事
及

び
会
員
の
方
々
５０
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

皆
様
の
永
年
に
わ
た
る
教
育
へ
の
御
尽
力
・

御
貢
献
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
、
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。
公
立
中
学
校
関
係
は
次
の

方
々
で
す
。（

）
内
は
本
会
の
役
職
名

で
す
。

新
沼

潔
（
副
会
長
）
登
別
市
立
緑
陽
中

川
井

清
広
（
理
事
）

青
森
市
立
横
内
中

小
野
寺
昭
彦
（
理
事
）

盛
岡
市
立
下
橋
中

�
橋

政
吉
（
理
事
）

山
形
市
立
第
二
中

歌
川

哲
由

会
津
若
松
市
立
第
三
中

安
原

優

鉾
田
市
立
鉾
田
南
中

稲
川

善
成

桜
川
市
立
岩
瀬
西
中

松
本

良
雄
（
理
事
）

宇
都
宮
市
立
旭
中

中
村

正

前
橋
市
立
元
総
社
中

小
林

晃
（
理
事
）

川
越
市
立
初
雁
中

市
東

努
（
理
事
）

東
金
市
立
東
金
中

酒
井

泰
（
理
事
）
府
中
市
立
府
中
第
五
中

川
越

豊
彦
（
会
長
）
荒
川
区
立
尾
久
八
幡
中

林

孝
之
（
副
会
長
）
平
塚
市
立
金
旭
中

高
橋

恒
彦

新
潟
市
立
鳥
屋
野
中

阿
尾

行
将
（
理
事
）

高
岡
市
立
芳
野
中

村
上

徹

石
川
県
立
金
沢
錦
丘
中

北
川

裕
之
（
理
事
）

福
井
市
明
道
中

數
野

保
秋

甲
府
市
立
北
中

西
澤

道
生
（
理
事
）

長
野
市
立
柳
町
中

清
水

昭
治

大
垣
市
立
興
文
中

石
原

嘉
和

高
山
市
立
日
枝
中

羽
田

明
夫
（
理
事
）

焼
津
市
立
焼
津
中

石
川

誠

富
士
市
立
吉
原
第
一
中

坂
野

幸
彦

名
古
屋
市
立
丸
の
内
中

森
田

定
（
理
事
）

四
日
市
市
立
桜
中

今
井

公
夫
（
理
事
）

大
津
市
立
堅
田
中

松
元

伸
祥
（
理
事
）

宇
治
市
立
宇
治
中

松
本

剛

島
本
町
立
第
一
中

文
田

英
之
（
理
事
）
大
阪
市
立
花
乃
井
中

白
井

俊
彦
（
副
会
長
）
神
戸
市
立
上
野
中

吉
岡

義
次
（
理
事
）

広
陵
町
立
広
陵
中

寺
谷

英
則

倉
吉
市
立
倉
吉
東
中

山
本

正
史

米
子
市
立
後
藤
ヶ
中

伊
藤

成
二

出
雲
市
立
第
二
中

大
月

康
嗣
（
理
事
）

岡
山
市
立
旭
東
中

米
谷

剛
（
理
事
）

熊
野
町
立
熊
野
中

伊
藤

幸
子

光
市
立
浅
江
中

野
々
村
拓
也
（
理
事
）

美
馬
市
立
江
原
中

井
上

光
司
（
副
会
長
）
高
松
市
立
桜
町
中

足
立

一
志
（
理
事
）

松
前
町
立
松
前
中

松
田

文
雄

四
万
十
市
立
中
村
中

槇
原

靖
宏
（
副
会
長
）
小
城
市
立
小
城
中

西
村

一
孔

大
村
市
立
西
大
村
中

（６０）



福
富

俊
幸

宇
土
市
立
鶴
城
中

竹
下

恒
範
（
理
事
）

熊
本
市
立
出
水
中

板
井

一
哲
（
理
事
）

大
分
市
立
城
東
中

米
村

公
俊
（
理
事
）
宮
崎
市
立
宮
崎
東
中

木
之
下
浩
一

鹿
児
島
市
立
坂
元
中

前
田

孝
実

金
武
町
立
金
武
中

▼「
改
築
等
に
関
わ
る
勉
強
会
」
の
設
置

令
和
元
年
の
推
進
事
項
は
、
全
日
本
中
学

校
長
会
館
の
改
築
等
に
向
け
、
勉
強
会
を
設

置
し
、
様
々
な
観
点
か
ら
課
題
を
整
理
す
る

と
と
も
に
具
体
的
な
改
築
等
に
向
け
た
方
策

を
検
討
す
る
こ
と
で
す
。
第
８
回
部
長
会
に

て
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
の
結
果
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
第
２
回
勉
強
会

に
向
け
て
、
仮
の
組
織
編
成
を
し
ま
し
た
。

１１
月
２７
日
三
井
住
友
信
託
銀
行
か
ら
「
会
館

の
今
後
の
対
応
に
か
か
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
資
料
」
の
提
供
を
受
け
て
、
１２
月
２
日
説

明
内
容
の
概
要
を
第
９
回
部
長
会
に
お
い
て

報
告
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
予
定
は
、
１

月
２１
日（
火
）税
理
士
を
講
師
に
改
築
等
に
関

わ
る
課
題
に
つ
い
て
関
係
資
料
を
も
と
に
説

明
い
た
だ
く
予
定
で
、
そ
の
内
容
を
部
長
会

で
報
告
し
、
検
討
結
果
を
受
け
て
、
次
年
度

正
式
に
「
改
築
等
に
関
わ
る
検
討
委
員
会
」

の
設
置
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

▼
大
会
参
加
費
の
納
入
方
法
に
つ
い
て

全
日
中
研
究
協
議
会
参
加
費
の
納
入
方
法

に
つ
い
て
特
に
明
確
な
取
扱
規
程
は
な
く
、

組
織
運
営
上
、
県
か
ら
ま
と
め
て
参
加
費
を

納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
県
単
位
の
参
加
人
数
が
理
事
会

で
示
さ
れ
て
お
り
、
政
令
指
定
都
市
と
そ
の

他
の
区
分
は
で
き
て
い
な
い
た
め
で
す
。

し
か
し
、
最
近
こ
の
納
入
方
法
に
つ
い
て

大
会
参
加
費
と
宿
泊
・
旅
費
な
ど
一
括
し
て

支
払
い
た
い
と
の
意
向
が
あ
り
、
今
ま
で
通

り
、
大
会
参
加
費
を
県
が
一
括
し
て
、
納
入

で
き
な
い
状
況
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
全
日
中
事
務
局
と
し
て
は
、

組
織
運
営
上
の
原
則
は
原
則
と
し
て
、
会
費

で
は
な
く
研
究
協
議
会
の
参
加
費
で
あ
る
た

め
、
地
区
の
状
況
に
配
慮
し
た
形
で
、
事
務

処
理
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
、
今
後
理

事
会
で
提
案
し
、
了
解
を
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

会
員
訃
報

全
日
本
中
学
校
長
会
前
事
務
局
長

堀
井
榮
夫
様

七
二
歳

十
二
月
三
十
日

故
人
は
、
昭
和
４６
年
４
月
墨
田
区
立
両
国

中
学
校
教
諭
と
な
り
、
そ
の
後
３９
年
間
学
校

教
育
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
約
１４
年

間
を
校
長
と
し
て
勤
務
し
、
中
学
校
教
育
・

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

退
職
後
、
全
日
本
中
学
校
長
会
事
務
局
に
勤

務
し
、
平
成
２５
年
か
ら
３０
年
ま
で
同
事
務
局

長
と
し
て
中
学
校
教
育
の
充
実
に
努
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
事
務
局
長

松
澤

宏
尚
）

（６１）


